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今
年
２
月
に
腰
を
痛
め
て

慶
應
病
院
に
入
院
し
、
自
分

た
ち
が
学
ん
で
き
た
施
設
が

壊
さ
れ
新
生
す
る
姿
を
見
て

時
代
の
流
れ
を
痛
感
し
た
。

今
回
、
自
分
が
末
期
患
者
と

な
っ
て
見
た
医
療
の
課
題
を

自
分
の
歩
ん
だ
道
と
重
ね
て

残
し
た
い
。

　

私
は
１
９
８
７
年
に
荻
窪

病
院
に
小
児
科
医
と
し
て
派

遣
さ
れ
、
初
め
て
血
友
病
患

者
に
遭
遇
し
た
。
当
時
は
約

３
０
０
名
の
血
友
病
患
者
が

お
り
、
２
年
後
に
１
２
０
名

以
上
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
を
含

む
医
療
を
一
人
で
背
負
う
こ

と
に
な
っ
た
。
当
時
、
エ
イ

ズ
は
死
の
病
気
で
、
殆
ど
の

医
師
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療
を
拒
絶

し
た
た
め
、
新
生
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
診
療
を
担
当
し

た
。
誰
も
が
エ
イ
ズ
診
療
の

経
験
は
な
く
治
療
法
も
な
く

困
り
果
て
、
私
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診

療
に
取
り
組
む
関
係
者
に
呼

び
か
け
、
東
京
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

た
。
そ
こ
に
は
、
医
師
の
他

に
、
看
護
師
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
薬
剤
師
、
基

礎
医
学
者
だ
け
で
な
く
、
厚

生
省
や
東
京
都
な
ど
か
ら
も

参
加
し
、
本
音
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診

療
体
制
の
構
築
を
検
討
し

た
。
患
者
と
死
の
受
容
を
語

り
合
い
な
が
ら
次
々
と
看
取

る
絶
望
の
中
、
１
９
９
６
年

に
初
め
て
有
効
な
治
療
薬
が

開
発
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
治
療
は
時
間
と

の
戦
い
で
あ
っ
た
。
厚
生
省

と
何
度
も
治
験
制
度
の
変
更

を
協
議
し
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
承
認

後
速
や
か
に
新
薬
を
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
蔵

省
と
も
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
剤
の
無
償

提
供
を
協
議
し
た
。
そ
の

後
、
次
々
と
新
薬
が
開
発
さ

れ
、
内
服
に
よ
る
感
染
予
防

効
果
も
実
証
さ
れ
、
多
く
の

感
染
者
を
救
命
で
き
た
。
慶

應
微
生
物
や
産
婦
人
科
な
ど

と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
生
殖
補

助
医
療
も
実
現
で
き
、
世
界

中
に
紹
介
さ
れ
た
。
血
友
病

医
療
も
進
歩
し
、
我
が
国
の

血
友
病
患
者
約
５
９
０
０
名

の
う
ち
８
０
０
名
以
上
が
当

院
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

今
、
私
自
身
が
死
を
受
容

し
、
多
く
の
友
人
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
慶
應
を
見
た
と

き
、
各
科
に
優
秀
な
医
師
が

多
い
の
に
連
携
不
足
を
感
じ

た
。
免
疫
・
遺
伝
子
検
査
や

病
理
な
ど
の
基
礎
医
学
が
積

極
的
に
臨
床
に
参
加
し
て
行

政
と
も
連
携
し
、
真
の
包
括

医
療
を
実
現
で
き
れ
ば
、
慶

應
医
学
の
さ
ら
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
る
。

（
荻
窪
病
院 

理
事
長

　

血
液
科
・
小
児
科

花
房
秀
次　

59
回
）

新入生アンケート結果から見る
「イマドキ医学生事情」とは

１０１回生１１４名に調査

救
急
医
学
教
授
を
拝
命
し
て

輸
血
・
細
胞
療
法
セ
ン
タ
ー
教
授
に

就
任
し
て

佐
々
木 

淳
一（
68
回
）

田
野
崎 

隆
二（
64
回
）

救
急
医
学
教
授

輸
血
・
細
胞
療
法
セ
ン
タ
ー
教
授

　本年は初代本学部長北里柴三郎先生の85年
祭にあたり、医学部と三四会との共催によっ
て下記により北里記念式を執り行うことにな
りました。三四会の皆様方のご列席の程をお
願い申し上げます。

記
　日　時　６月10日（金）午後１時
　会　場　北里講堂

医学部長　岡野　栄之
三四会長　武田　純三

北里記念式の挙行について
会則20条に則り、次のように開催します。

記
日時：平成28年６月11日（土）午後３時～５時
場所：２号館11階　大会議室

本評議員会は総会に代わるもので、（会則18
条）、本会の最高意思決定機関です。
評議員各位のご出席をお願いいたします。
なお、閉会後、情報交換会を開催します。

三四会長　武田　純三

平成28年度三四会評議員会開催のお知らせ

　

こ
の
度
の
「
平
成
28
年
熊

本
地
震
」
で
被
災
さ
れ
ま
し

た
全
て
の
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
は
東

京
都
災
害
拠
点
病
院
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
（Disaster M

edical 
Assistance Team

：
災
害

派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
指
定
医

療
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
、
災
害
・
事
故

現
場
お
よ
び
被
災
地
域
に
い

ち
早
く
出
動
し
、
災
害
の
超

急
性
期
か
ら
医
療
を
提
供
で

き
る
専
門
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
で

す
。
慶
應
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
、
平
成
23
年
の
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
対
す
る
慶

應
義
塾
救
援
医
療
団
派
遣

後
、
平
成
25
年
８
月
に
初
め

て
の
隊
員
５
名
が
厚
生
労
働

省
よ
り
認
定
さ
れ
、
実
災
害

へ
の
派
遣
あ
る
い
は
援
助
受

け
入
れ
に
向
け
て
訓
練
・
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
、「
平
成
28
年
熊
本

地
震
」
に
お
い
て
、
慶
應
義

塾
大
学
病
院
が
被
災
地
に
渋

沢
崇
行
（
救
85
回
）
を
リ
ー

ダ
ー
に
清
水
千
華
子
（
救
85

相
当
）、
看
護
部
か
ら
山
崎

法
子
・
廣
田
和
人
、
業
務
調

整
員
と
し
て
磯
上
一
成
（
薬

剤
部
）
の
総
勢
５
名
の
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
を
派
遣
致
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
活
動
内
容
を
ご
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

４
月
14
日
夜
の
地
震
（
前

震
）
発
生
を
受
け
、
九
州
各

県
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
熊
本
県
か

ら
出
動
要
請
が
入
り
ま
し

た
。
続
い
て
16
日
未
明
に
発

生
し
た
地
震
（
本
震
）
を
受

け
、
中
国
・
四
国
・
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
も
出

動
要
請
が
入
り
、
我
々
が
所

属
す
る
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
に
も

待
機
命
令
が
下
り
ま
し
た
。

同
日
中
に
出
動
準
備
を
済
ま

せ
、
い
つ
で
も
出
動
可
能
な

状
態
を
整
え
て
お
り
ま
し

た
。
17
日
16
時
に
東
京
都
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医
療
機
関
に

対
し
て
派
遣
要
請
が
入
り
、

病
院
執
行
部
と
も
協
議
の

上
、
速
や
か
に
派
遣
を
決
断

致
し
ま
し
た
。
18
日
11
時
に

病
院
執
行
部
に
お
見
送
り
頂

き
、
慶
應
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は

出
発
致
し
ま
し
た
。
羽
田
空

港
か
ら
民
間
機
を
利
用
し
て

福
岡
空
港
に
到
着
し
、
そ
こ

か
ら
は
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務

局
の
準
備
し
た
大
型
バ
ス
に

乗
り
換
え
、
同
日
20
時
頃
に

陸
路
で
参
集
拠
点
で
あ
る
熊

本
赤
十
字
病
院
に
到
着
、
翌

19
日
か
ら
本
格
的
な
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
被
災
地
は

急
性
期
の
医
療
ニ
ー
ズ
は
ほ

ぼ
収
束
し
つ
つ
あ
り
、
亜
急

性
期
〜
慢
性
期
を
担
当
す
る

日
本
医
師
会
や
日
本
赤
十
字

社
の
チ
ー
ム
へ
医
療
ニ
ー
ズ

を
引
き
継
い
で
い
く
フ
ェ
ー

ズ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

現
地
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借

り
、
19
日
は
熊
本
市
北
区
の

避
難
所
5
箇
所
を
巡
回
し
、

避
難
者
の
方
々
に
直
接
声
を

か
け
な
が
ら
、
医
療
の
必
要

性
（
常
用
薬
が
不
足
し
て
い

な
い
か
、
体
調
不
良
を
訴
え

て
い
な
い
か
等
）
の
有
無
を

ア
セ
ス
メ
ン
ト
致
し
ま
し

た
。
幸
い
急
い
で
医
療
機
関

へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
鎮
痛
薬
や
湿
布
薬
の

処
方
等
を
適
宜
行
い
ま
し

た
。
20
日
は
済
生
会
横
浜
市

東
部
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
共
に

益
城
町
の
避
難
所
内
に
設
置

さ
れ
た
救
護
所
で
の
診
療
を

担
当
致
し
ま
し
た
。
主
訴
は

常
用
薬
の
不
足
が
多
か
っ
た

も
の
の
、
罹
災
後
に
発
生
し

た
外
傷
や
内
因
性
疾
患
に
つ

い
て
は
慎
重
に
診
療
を
行

い
、
医
療
機
関
で
の
精
査
を

要
す
る
と
考
え
た
症
例
に
つ

い
て
は
紹
介
状
を
作
成
し
、

受
診
指
示
を
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
内
で
褥
瘡
発

生
が
な
い
か
ア
セ
ス
メ
ン
ト

す
る
回
診
も
行
い
ま
し
た
。

診
療
を
再
開
で
き
て
い
た
近

隣
医
療
機
関
が
多
か
っ
た
た

め
、
大
変
心
強
く
助
か
り
ま

し
た
。
丸
二
日
間
の
活
動
を

終
え
、
鉄
道
在
来
線
で
約
3

時
間
を
か
け
博
多
ま
で
移
動

し
、
21
日
午
前
に
慶
應
病
院

へ
帰
還
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣

に
お
い
て
は
、
余
震
が
続
く

被
災
地
に
お
い
て
、
日
本
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
チ
ー
ム
の
一
つ

と
し
て
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
成
し
遂
げ
、
隊
員
５

名
全
員
が
怪
我
や
体
調
不
良

に
陥
る
こ
と
な
く
安
全
に
帰

還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
病
院
執
行
部

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か

ら
賜
り
ま
し
た
迅
速
か
つ
多

大
な
ご
支
援
の
結
果
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

救
急
医
学
教
室
と
し
て
、
慶

應
義
塾
大
学
病
院
の
災
害
医

療
体
制
の
整
備
充
実
の
た
め

邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
最
後
に
、
被
災
地
の
１

日
も
早
い
復
興
を
祈
念
致
し

ま
し
て
、
こ
の
度
の
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
派
遣
の
報
告
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

被
災
地
支
援
に
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
が
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣

神
奈
川
県
川
崎
市
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設

殿
町
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

　

本
年
4
月
1
日
、
新
川

崎
、
鶴
岡
に
続
く
第
3
の
先

端
研
究
教
育
連
携
ス
ク
エ
ア

と
し
て
殿
町
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
開
設
さ
れ
、
同
11
日

に
は
、
清
家
篤
塾
長
な
ら
び

に
福
田
紀
彦
川
崎
市
長
に
よ

る
連
携
協
定
の
調
印
式
が
行

わ
れ
た
。
殿
町
地
区
は
羽
田

空
港
の
多
摩
川
対
岸
に
位
置

し
、
羽
田
と
の
連
絡
道
路
が

２
０
２
０
年
ま
で
に
建
設
さ

れ
る
と
、
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ

ル
か
ら
多
摩
川
を
渡
っ
て
わ

ず
か
10
分
と
い
う
利
便
性
と

国
際
性
に
富
ん
だ
エ
リ
ア
に

な
る
こ
と
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
る
。
川
崎
市
は
同
地
を

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
環
境

分
野
を
中
心
と
し
た
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と

位
置
づ
け
て
お
り
、
研
究
機

関
や
複
数
の
企
業
の
集
積
が

進
ん
で
お
り
、
今
般
の
キ
ャ

ン
パ
ス
開
設
は
、
慶
應
義
塾

が
こ
の
エ
リ
ア
に
さ
ら
な
る

先
端
的
研
究
・
教
育
機
能
を

も
た
ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

す
で
に
、
２
０
１
１
年
に

同
地
へ
移
転
し
た
実
験
動
物

中
央
研
究
所
で
は
、
岡
野
栄

之
医
学
部
長
の
研
究
チ
ー
ム

が
コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
の

開
発
と
共
に
再
生
医
療
の
共

同
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、

慶
應
義
塾
が
川
崎
市
と
共
に

中
核
機
関
と
な
り
、
東
大
、

東
工
大
や
神
奈
川
県
等
の
自

治
体
、
複
数
の
企
業
と
共
に

提
案
し
昨
年
度
に
フ
ィ
ー
ジ

ビ
リ
テ
ィ
採
択
と
な
っ
て
い

る
リ
サ
ー
チ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
推
進
事
業
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
リ
サ

ー
チ
キ
ャ
ン
パ
ス
殿
町
」
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開

が
、
殿
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

次
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
。

　

こ
れ
は
、
研
究
基
盤
の
整

備
、
融
合
研
究
の
展
開
、
事

業
化
の
促
進
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
人
材
の
育
成
を
一
体
的

に
進
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

実
現
に
必
要
な
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
促
す
場
を
創
成
す

る
事
業
で
あ
り
、
理
化
学
研

究
所
を
中
核
と
し
た
神
戸
拠

点
が
す
で
に
本
採
択
さ
れ
て

い
る
。
義
塾
は
、
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
キ
ャ
ン

パ
ス
殿
町
の
中
核
機
関
と
し

て
、
学
部
・
研
究
科
横
断
的

な
組
織
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設

置
、
医
学
部
、
理
工
学
部
、

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
科
、
健
康
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
科
等
の
協
働

　

こ
の
た
び
、
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
か

ら
、
20
年
ぶ
り
に
慶
應
義
塾

に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

戻
っ
て
き
た
第
一
印
象
は
、

当
時
の
建
物
が
多
く
残
っ
て

い
る
こ
と
、
人
が
多
く
、
ど

こ
も
狭
い
こ
と
で
し
た
。
一

方
、
本
学
の
医
師
の
知
性
の

厚
み
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

に
い
る
と
、
自
施
設
や
慶
應

義
塾
と
い
う
一
団
体
に
貢
献

し
よ
う
と
い
う
視
点
以
上

に
、
国
策
的
観
点
か
ら
日
本

の
医
療
に
貢
献
し
よ
う
と
い

う
視
点
が
自
然
に
身
に
つ
き

ま
す
。
管
理
・
事
務
面
で
も

学
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
、
皆

さ
ん
に
は
一
度
は
国
の
組
織

に
出
て
能
力
を
活
か
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
強
く
お
勧
め

し
ま
す
。

　

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、

私
は
医
師
の
進
路
を
決
め
る

時
に
、「
医
師
人
生
は
た
か

だ
か
30
年
、
そ
の
間
に
死
因

ト
ッ
プ
の
悪
性
新
生
物
の
治

療
は
劇
的
に
変
わ
る
は
ず
で

あ
り
、
そ
の
中
で
自
分
も
何

ら
か
の
貢
献
を
し
た
い
」
と

考
え
、
癌
の
治
療
学
を
志
し

ま
し
た
。
今
後
の
癌
の
治
療

学
は
免
疫
療
法
や
遺
伝
子
治

療
な
ど
新
規
手
段
を
導
入
・

駆
使
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
特
に
細
胞
治
療
に
あ
こ

が
れ
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ

に
よ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
で

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
へ

の
取
り
組
み
を
提
案
し
て
い

る
。

　

医
学
部
関
連
で
は
、
整
形

外
科
学
・
中
村
雅
也
教
授
を

中
心
と
し
た
「
サ
イ
バ
ニ
ク

ス
・
再
生
医
療
に
よ
る
脊
髄

損
傷
の
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
構
築
す
る
融
合
研
究
」、

百
寿
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
・

新
井
康
通
講
師
を
中
心
と
し

た
「
百
寿
者
お
よ
び
超
高
齢

者
コ
ホ
ー
ト
基
盤
の
形
成
」、

医
療
政
策
管
理
学
・
宮
田
裕

章
教
授
を
中
心
と
し
た
「
医

療
情
報
を
含
む
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
情
報
基
盤
の
構
築

と
、
そ
の
活
用
に
よ
る
医
療

の
質
の
改
善
に
資
す
る
研
究

と
人
材
育
成
」、
臨
床
薬
剤

学
・
谷
川
原
祐
介
教
授
を
中

心
と
し
た
「
フ
ァ
ル
マ
コ
メ

ト
リ
ク
ス
人
材
育
成
」
等
の

取
り
組
み
が
進
行
中
で
あ

る
。
同
地
に
あ
る
ナ
ノ
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
展

開
さ
れ
る
東
大
、
東
工
大
の

各
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
「
分

子
設
計
技
術
と
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
を
コ
ア
に
予
防
医
療

を
実
現
す
る
融
合
研
究
」
も

き
わ
め
て
独
創
性
の
高
い
研

究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
こ
と
や
、
地
域
に
根
ざ
し

て
産
・
学
・
公
（
自
治
体
）

・
金
（
事
業
化
を
支
え
る
金

融
）
連
携
を
具
体
化
す
る
構

想
な
ど
か
ら
本
事
業
は
高
い

注
目
を
集
め
て
お
り
、
４
月

11
日
に
開
催
さ
れ
た
キ
ッ
ク

オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約

２
０
０
名
の
参
加
者
が
集
ま

っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
発
展
が
期
待

さ
れ
る
殿
町
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
築
い
て
き
た
医
学
部

・
病
院
と
川
崎
市
立
川
崎
病

院
・
井
田
病
院
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
携
・
信
頼
関
係
が
揺
る
ぎ

の
な
い
基
盤
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
特
に
記
し
て
お
き
た

い
。
殿
町
を
拠
点
に
整
備
さ

れ
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

基
盤
は
、
こ
れ
か
ら
の
医
療

の
質
の
改
善
を
先
導
す
る
役

割
を
担
う
と
確
信
し
て
い

る
。
そ
の
展
開
と
活
用
へ
向

け
、
三
四
会
の
皆
さ
ま
の
さ

ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
る
。

る
造
血
幹
細
胞
移
植
に
没
頭

し
て
き
ま
し
た
。
既
に
抗
が

ん
剤
が
無
効
で
死
の
瀬
戸
際

に
い
る
リ
ン
パ
腫
患
者
さ
ん

が
、
そ
の
造
血
組
織
を
替
え

る
だ
け
で
劇
的
に
治
っ
て
い

く
様
子
を
間
近
に
経
験
し
、

細
胞
や
免
疫
の
持
つ
力
の
凄

さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
知

り
、
ま
た
患
者
さ
ん
と
喜
怒

哀
楽
を
共
有
し
、
医
者
の
醍

醐
味
を
享
受
し
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
に
は
腫
瘍
免
疫

や
再
生
医
療
の
専
門
家
、
そ

し
て
多
く
の
産
業
界
の
方
が

い
ま
す
。
私
の
抱
負
の
一
つ

は
、
医
師
に
な
る
と
き
か
ら

の
夢
で
あ
っ
た
本
格
的
な
細

胞
治
療
に
取
り
組
み
、
基
礎

と
臨
床
の
橋
渡
し
を
し
て
治

療
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
は
本
学
の
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る

慶
應
細
胞
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
運

営
そ
の
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

抱
負
の
２
つ
目
は
教
育
で

す
。
こ
れ
ま
で
私
は
あ
ま
り

学
生
教
育
に
接
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど

　

平
成
28
年
４
月
１
日
付
け

で
、
救
急
医
学
教
授
を
拝
命

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
格

別
の
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
、
改
め
ま
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
、
塾
医
学
部
を
平
成

元
年
に
卒
業
後
、
直
ち
に
昭

和
63
年
塾
大
学
病
院
に
開
設

さ
れ
た
救
急
部
へ
１
期
生
と

し
て
入
局
し
、
研
修
医
修
了

後
25
年
間
に
亘
り
、
一
貫
し

て
救
急
医
学
・
救
急
医
療
に

従
事
し
て
参
り
ま
し
た
。
済

生
会
神
奈
川
県
病
院
お
よ
び

栃
木
県
済
生
会
宇
都
宮
病
院

に
お
け
る
専
任
救
急
医
に
よ

る
診
療
体
制
の
構
築
、
東
北

大
学
大
学
院
（
外
科
病
態
学

講
座
救
急
医
学
分
野
）
に
お

け
る
国
立
大
学
病
院
高
度
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
新
規
開
設

・
診
療
体
制
の
構
築
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
お
よ
び
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
地

医
療
支
援
な
ど
、
こ
れ
ま
で

救
急
医
と
し
て
多
く
の
経
験

を
積
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
救
急
医
学
教
室
・

救
急
科
の
診
療
・
研
究
・
教

育
を
統
轄
し
、
相
川
直
樹
教

授
（
47
回
）、
堀
進
悟
教
授

（
54
回
）
が
築
か
れ
ま
し
た

礎
を
も
と
に
、
救
急
医
学
・

救
急
医
療
の
新
た
な
展
開
を

目
指
し
、
質
の
高
い
医
療
の

実
践
と
後
進
の
育
成
に
専
心

努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
日
、
救
急
医
学
の
専
門

性
が
認
識
さ
れ
、
救
急
科
が

標
榜
科
と
な
る
中
で
、
社
会

に
お
け
る
救
急
医
療
の
更
な

る
整
備
、
す
な
わ
ち
先
進
国

に
ふ
さ
わ
し
い
救
急
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
安
全
な
社
会
生
活
を
守

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト
の
一

部
で
あ
る
救
急
医
療
を
、
ビ

ジ
ネ
ス
で
は
な
く
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
塾
大
学
病
院
さ
ら
に

は
社
会
に
深
く
根
付
か
せ
、

世
界
に
冠
た
る
質
の
高
い
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
救

急
医
学
教
室
の
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

研
究
面
で
は
、
そ
の
成
果

を
救
急
・
集
中
治
療
の
臨
床

現
場
で
実
現
あ
る
い
は
応
用

可
能
で
あ
る
こ
と
を
目
標
と

す
る"physician scientist"

の
立
場
で
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
参
り
ま
し
た
侵
襲
病
態
下

の
生
体
反
応
機
構
の
解
析
等

を
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
細
胞

技
術
の
熱
傷
治
療
へ
の
応
用

な
ど
再
生
医
療
技
術
の
導
入

等
に
よ
り
、
臨
床
研
究
中
核

病
院
に
相
応
し
い
新
規
治
療

法
の
確
立
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

医
学
部
創
立
１
０
０
周

年
、
新
病
院
棟
竣
工
を
間
近

に
控
え
た
塾
大
学
病
院
が
急

性
期
医
療
を
担
い
、
医
育
機

関
と
し
て
緊
急
事
態
に
適
確

な
初
期
対
応
が
で
き
る
医
師

を
育
成
す
る
た
め
に
、
救
急

医
療
は
不
可
欠
な
も
の
で

す
。
さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
、
首
都

直
下
型
地
震
を
見
据
え
た
災

害
医
療
の
充
実
を
図
る
上
で

も
、
救
急
医
学
教
室
と
し
て

の
責
務
は
重
大
で
あ
り
ま

す
。
救
急
医
療
の
現
場
は
、

多
職
種
連
携
の
チ
ー
ム
医
療

実
践
の
場
で
あ
る
と
共
に
、

各
専
門
診
療
科
と
の
横
断
的

か
つ
機
能
的
な
連
携
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
救
急
医
が
塾
大
学
病

院
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
中

で
信
頼
さ
れ
る
存
在
に
な
る

べ
く
、
個
々
の
多
様
性
を
尊

重
し
な
が
ら
も
協
調
性
を
重

視
し
たprofessional

な
人

材
育
成
、
部
門
運
営
を
行
っ

て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
指
導
を
賜
り

ま
し
た
塾
医
学
部
・
大
学
病

院
、
関
連
病
院
会
、
三
四
会

等
の
諸
先
生
方
の
ご
教
導
と

ご
支
援
を
引
き
続
き
賜
り
ま

す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
１
日
を
以
っ
て
慶
應

医
学
部
へ
入
学
し
た
１
０
１

回
生
は
１
１
４
名
で
あ
っ

た
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
新
入
生

た
ち
の
意
気
込
み
を
調
査
す

べ
く
、
毎
年
恒
例
の
「
新
入

生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
っ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は

「
家
族
・
親
戚
の
医
師
の
有

無
」、「
医
学
以
外
に
興
味
の

あ
る
分
野
」、「
理
想
の
医
師

像
」
の
３
項
目
で
あ
る
。
全

体
を
集
計
し
た
結
果
を
こ
こ

に
ま
と
め
た
。

　

質
問
１
：
家
族
・
親

戚
に
医
師
は
い
ま
す
か

？

　

回
答
：
今
年
は
「
い
る
」

と
回
答
し
た
者
が
57
名
、

「
い
な
い
」
と
回
答
し
た
者

が
57
名
と
、
ち
ょ
う
ど
半
々

に
分
か
れ
た
。
同
様
の
質
問

に
対
し
「
い
な
い
」
と
回
答

し
た
者
が
、
昨
年
は
61
名
、

一
昨
年
は
65
名
、
一
昨
々
年

は
70
名
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
親
族
に
医
師
の
い
な
い

新
入
生
が
近
年
減
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ

う
。
こ
の
傾
向
を
明
確
に
す

る
た
め
に
は
よ
り
長
い
期
間

の
調
査
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
来
年
度
も
本
ア
ン
ケ
ー

ト
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、「
い
る
」
と
回
答

し
た
者
の
う
ち
、
医
師
で
あ

る
家
族
・
親
戚
の
本
人
と
の

続
柄
で
最
も
多
か
っ
た
の
は

「
父
親
」、
次
い
で
「
叔

父
」「
両
親
」「
祖
父
」
で
あ

っ
た
。

　
　

質
問
２
：
医
学
以
外

に
興
味
の
あ
る
分
野
が

あ
れ
ば
書
い
て
下
さ

い
。

　

回
答
：「
物
理
学
」「
数

学
」「
生
物
学
」
と
い
っ
た

理
系
科
目
の
回
答
が
目
立
っ

た
。
昨
年
度
も
「
物
理
学
」

が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
お
り
、
論
理
的
に
物
を
考

え
る
力
の
あ
る
学
生
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た

例
年
通
り
「
音
楽
」
と
い
う

回
答
も
多
く
「
Ｊ
︱
Ｐ
Ｏ

Ｐ
」
や
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
な

ど
の
具
体
的
な
ジ
ャ
ン
ル
を

上
げ
た
学
生
も
散
見
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
高
校
ま
で
の

教
科
で
は
な
い
学
問
領
域
を

挙
げ
た
者
も
い
た
。「
経
済

学
」「
宇
宙
・
天
文
学
」
が

９
名
ず
つ
、「
ス
ポ
ー
ツ
科

学
」「
心
理
学
」
が
４
名
ず

つ
、「
社
会
学
」「
農
学
」
が

１
名
ず
つ
で
あ
っ
た
。
幅
広

い
分
野
に
興
味
を
持
ち
、
豊

か
な
教
養
を
持
つ
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
な
事
で
あ
る
。

学
生
の
間
に
多
く
の
事
を
学

び
取
ろ
う
と
す
る
意
欲
が
感

じ
ら
れ
た
。
そ
の
他
「
国
際

／
外
交
」「
宗
教
」
と
い
っ

た
事
柄
を
挙
げ
た
学
生
も
お

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速

す
る
世
界
情
勢
に
目
を
向
け

よ
う
と
い
う
意
識
の
高
さ
が

う
か
が
え
る
。
そ
の
一
方
で

個
性
的
な
回
答
も
多
く
、
一

部
を
紹
介
す
る
と
「
俳
句
」

「
料
理
」「
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」「
ア
ニ
メ
」
な
ど
が
あ

っ
た
。

　

質
問
３
：
あ
な
た
の

考
え
る
理
想
の
医
師
像

を
書
い
て
下
さ
い
。

　

回
答
：「
患
者
さ
ん
の
立

場
に
立
て
る
医
師
」「
優
し

く
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
え
る

医
師
」「
患
者
さ
ん
に
感
謝

さ
れ
る
医
師
」
と
い
っ
た
患

者
の
視
点
を
持
つ
こ
と
を
最

重
要
と
考
え
る
回
答
が
多
か

っ
た
。
ま
た
「
患
者
さ
ん
が

何
で
も
話
せ
る
医
師
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事

に
す
る
医
師
」「
安
心
感
の

あ
る
医
師
」
と
い
っ
た
、
患

者
と
の
信
頼
関
係
を
重
視
す

る
回
答
も
多
か
っ
た
。
さ
ら

に
今
年
は
「
日
々
努
力
で
き

る
医
師
」「
常
に
学
ぶ
姿
勢

を
忘
れ
な
い
医
師
」
と
い
っ

た
自
己
研
鑽
を
欠
か
さ
な
い

医
師
像
を
挙
げ
て
い
る
回
答

が
目
立
っ
た
他
、「
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
」「
南
方
仁
」

「
ド
ク
タ
ー
Ｘ
」
な
ど
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
挙
げ
る
者
も

散
見
さ
れ
、
一
人
一
人
が
多

様
な
医
師
像
を
思
い
描
い
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

自
身
の
将
来
を
真
剣
に
考

え
、
理
想
と
す
る
医
師
像
に

近
づ
く
べ
く
友
人
た
ち
と
切

磋
琢
磨
し
、
多
く
の
経
験
を

重
ね
て
豊
か
な
学
生
生
活

を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
。
我
々
在
校
生
は
将
来

が
楽
し
み
な
１
０
１
回
生
の

入
学
を
心
よ
り
歓
迎
し
た

い
。

（
５
年 

中
村
健
吾
）

自
分
の
子
供
の
世
代
で
あ
る

学
生
と
接
す
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
医
学
に

対
す
る
好
奇
心
で
も
若
者
に

負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

益城町の避難所内に設置された診療所で
受診者への対応をするＤＭＡＴ隊員　　

交代で現地入りした他の医療救護班隊員と共に
ワシントン大学セントルイスShapiro前医学部長
による基調講演（シンポジウム）　　　　　　　

羽田空港国際線ターミナルの対岸に位置する「殿町キングスカイフロント」は、ライフサイエンスや
環境分野のオープンイノベーション拠点。このエリア内に慶應の殿町キャンパスが開設。　　　　　

平
成
28
年
熊
本
地
震

佐
々
木 

淳
一（
68
回
）

渋
沢 

崇
行（
85
回
）

救
急
医
学
教
授

 

助
教

武
林 　

亨（
68
回
）

衛
生
学
公
衆
衛
生
学


